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1 はじめに


















































































量 CP はそれぞれ式 (1)，式 (2)で求められる。
CC = 20MLK + 8(ML)
2 + 3K (1)
CP = K(16ML+ 3) (2)
ここで，M はスペクトル拡散に用いられる拡散符号の長さを，
K はアンテナで受信される受信信号のビット数を表している。
拡散符号長M が 31，アンテナ本数 Lが 4，送信データのビット




























各波の信号電力 1, 0.5, 0.5
遅延間隔 [chip] 一様分布 [0,31]
計算機シミュレーションの結果を図 4 に示す。図 4 では，横
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